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移民は 1918年に始まり、戦前は 128世帯 723人、戦後は 57世帯 198 人、総数 185世帯 921 人とし
た。「奄美ブラジル移民名簿」は本論文の根幹成果でもあるが、同時に今後の奄美移民研究のベー
スとなる不可欠な基本的資料となる。この点は研究史における極めて重要な貢献だと評価できる。 
第三は本論文が、奄美ブラジル移民の歴史的輪郭をとらえることに成功する一方で、さらに個別
具体的に一人ひとりの人間まで特定し、個人レベルまでのたどり着いている点である。資料的制約
やプライバシーなどの問題もあり、悉皆的でありつつ個別的に分析していく手法を実現することは
困難である。本論文は名簿作成とフィールドワークの充実で、この課題をクリアして悉皆性と個別
性を両立させている。貴重な方法と成果である。移民史研究における新しい方法と具体例の提示だ
と位置付けたい。 
第四は、移民のアイデンティティの問題についての事例を提示したことである。歴史的背景もあ
り、故郷の奄美では各自の「生まれジマ（出身村、地域共同体）」にあったアイデンティティが、
移民先のブラジルでは「奄美」という形で表現されていることを明らかにした。この点は移民先で
のアイデンティの問題だけでなく、「奄美とは何か」という奄美研究の中心テーマとも強く共振す
る内容で、奄美研究への重要な事例提供でもある。現地調査が少ない奄美ブラジル移民の現地の実
態を伝える事例を提示した学問的貢献も大きい。 
本論文の評価点や重要な成果を四点に代表させたが、幾つかの課題も挙げられる。その一つはブ
ラジルにおける「奄美アイデンティティ」についての踏み込みが足りないという点に集約できるだ
ろう。移民先でのアイデンティティの在り方だけでなく、奄美での移民者の位置づけとも結びつく
課題だ。また、日本の他地域も含めた移民史、さらには人の移動や移住なども視野に入れる必要が
あった点なども指摘できるだろう。ただこれらの課題は、本研究の成果を損なうものではない。本
論文の資料や分析の結果、具体化された本論文のテーマを深化させるための次の課題でもある。 
本論文は、「奄美ブラジル移民」をカテゴリー化しその基礎資料を整備した点に視点とアプロー
チの新しさがある。また、名簿の収集と整理分析による移民名簿データの更新は、歴史民俗資料学
の視点と方法を具体的に展開したと評価したい。また、奄美移民がブラジルで形成した「奄美」ア
イデンティティの存在とその継承、母村への還流などを明らかにした点は、移民史におけるアイデ
ンティティの問題だけでなく、奄美研究に新たな視点と知見を提示している。 
本論文が提示した資料や新たな知見は、移民史研究や奄美研究、そして資料学にも大きく貢献す
るものである。また、研究内容はもちろん、問題提起や資料の整理活用、方法などにおいても今後
の進展を期待させる。 
審査員は口頭試験を通して、本論文の課題や論点に対し質問したが、いずれに対しても適切な回
答がなされた。以上を踏まえ、加藤里織氏に博士（歴史民俗資料学）の学位を授与することが適当
であると、審査委員全員で判断した。 
